
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

小学校教員
養成長期
プログラム
長期在学学生3年間の
標準履習モデル

学部開設教職課程
科目の履修

大学院開設科目の履修

教育実習（9月の4週間）

教育実習の
事前指導

教育実習の
事後指導

教職実践演習
（教員免許必修科目）

教員養成
特別
（学部卒業生）

専門職学位
課程修了＆
小学校教諭
専修免許状
取得

教職実践力基礎の形成
教員になる上で必要となる知識・技能の習得
【模擬授業、児童理解、教育理念、学級経営】

教員採用試験対策理論 実践 協働
教員採用試験対策

総合インターンシップ
鳴門市内の小中学校で実習を行い、自己の課題を解決

教職実践力の向上
教育理論の応用、教育技術の習得

教職実践力の形成
インターンシップの支援、指導

基礎インターンシップ
附属小や附属中でインターンシップを行い、
教科指導や生徒指導について実践的に学習

実践の省察
実践から得られた課題の明確化

実践力を
有した
新人教員

教職実践力
高度化
（現職教員）

実践経験の理論化
実習の評価、改善

教育課題の解決
実習校の課題解決に向けた取組
実習計画の実行、評価

協働的課題解決
学卒院生、現職教員が協働し、
今日的な教育課題について検討

実践経験の省察
教育理念の学習、理念をもとにした省察

視点の拡張
異校種の授業観察、実習

教職協働力の形成
インターンシップから得られた課題を
学卒院生と現職教員が協働で検討

実習計画の立案
実習校の課題の整理、分析、次年度以降の
実習計画の立案、先行実践の分析

理論や実践的技能の習得
教職の専門性を高める講義、先行研究の分析 学校や地域に

おける指導的
役割を担う
教員

最
終
成
果
報
告
書
の
作
成

開設授業科目
共通科目 専門科目

教育課程の編成・実施に関する領域
　カリキュラムマネジメントの理論と実践
　教科カリキュラムの構成と理論
　校種間接続カリキュラム構築の理論と実践
　学習指導要領と教育課程

教科等の実践的な指導方法に関する領域
　授業の理論と実践
　教育評価の理論と実践
　支援を要する子どもの理解と指導
　教科等指導の事例研究

生徒指導、教育相談に関する領域
　生徒指導の理論と実践
　教育相談の理論と実践
　進路指導・キャリア教育の理論と実践
　小中学校の生徒指導とキャリア教育

学級経営、学校経営に関する領域
　学級経営の理論と実践
　学校組織マネジメントの理論と実践
　学校の危機管理の実践と課題
　学級経営の実践方法論

学校教育と教員の在り方に関する領域
　チーム総合演習
　同僚性の構築とリーダーシップ
　ワークショップ型研修の技法
　授業づくりのチーム演習

協働力科目群
　教職員の協働と組織のマネジメント
　校内研修の計画と運営
　エンカウンターグループ演習

教育実践力科目群
　総合的な学習の時間のカリキュラム開発
　教材教具の開発演習
　学校教育におけるICT活用と情報デザイン
　学習者の心理と授業
　学校防災教育の開発
　生徒指導・教育相談における関係機関との連携
　教育相談の技法と実践
　生徒指導実践事例研究
　教育行政と学校経営の実務
　子ども理解に基づく学級経営の実践と課題
　人権教育・道徳教育の実践と課題
　家庭・地域・学校の連携構築
　授業実践研究 Ⅰ
　授業実践研究 Ⅱ

教科・領域専門力科目群
　乳幼児から児童期の発達支援と課題
　発達障害児への理解と対応
　現代社会の諸課題と社会認識教育
　社会系教科の授業研究
　数学の専門性と教育

総合実践力科目群
　学校アセスメント演習
　学校課題演習 Ⅰ
　学校課題演習 Ⅱ
　教職基礎力開発演習 Ⅰ
　教職基礎力開発演習 Ⅱ
　教育実践演習 Ⅰ
　教育実践演習 Ⅱ

現 職
現 職
現 職

学 卒
学 卒

学 卒
学 卒

学 卒
学 卒

実習科目

地域プロジェクトフィールドワーク
学校課題フィールドワーク
基礎インターンシップ 
総合インターンシップ Ⅰ
総合インターンシップ Ⅱ

現 職
現 職

学 卒
学 卒
学 卒

現 職
学 卒

注：　　   教職実践力高度化コースのみを対象
教員養成特別コースのみを対象

学校のニーズに応える４つの教職実践プログラム

理論と実践の往還による総合的な教職実践力の形成

区　分

共通科目

専門科目

実習科目

修　了　要　件　単　位　数 46 46

教職実践力高度化コース

単位数 履修方法 履修方法単位数

教員養成特別コース
領　域　・　コ　ー　ス　群

教育課程の編成・実施に関する領域

教科等の実践的な指導方法に関する領域

生徒指導、教育相談に関する領域

学級経営、学校経営に関する領域

学校教育と教員の在り方に関する領域

協働力科目群

教育実践力科目群

教科・領域専門力科目群

総合実践力科目群

教職実践力高度化コース

教員養成特別コース

各領域から2科目2単位と
選択科目から2科目2単位
合計10単位を修得

各領域から3科目4単位、
合計16単位を修得

10単位以上を修得

4科目8単位を修得 1科目2単位を修得

3科目12単位を修得

総合実践力科目群から
2科目6単位とその他の
選択科目から10単位以上を修得

3科目8単位を修得

2科目10単位を修得10
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　鳴門教育大学は、「教育は国の基である」という理念のもとに、高度専門職業人としての教員の養成を目指しています。21世紀
に生きる人間としての豊かな教養と地球的視野からの総合的な判断力を基盤に、子どもに対する深い愛情と教育への強い使命
感を備え、教育に関する高度な専門的知識と教育実践力を有する教員の養成がその責務です。

鳴門教育大学の理念

　高度専門職業人として有すべき資質能力（教育実践力・自己教育力・教職協働力）を備え、幅広い教育課題の解決に貢献でき
る教員を養成することを目的としています。

鳴門教育大学　教職大学院の目的

各プログラムについて、指定科目等を受講し、単位数等の条件を満たす者に対して「教職実践プログラム修了証」を授与します。

　教育課題に組織的に対応できる学校づくりの理論、スキ
ルを修得し、管理職、ミドルリーダー、教育委員会職員等と
なり、リーダーシップを発揮できる人材を育成します。

　小・中学校の義務教育における校種間を見通して、児童
生徒や教育活動を総合的に捉える支点を持つ人材を育成
します。

　小・中学校の義務教育における校種間を見通して、児童
生徒や教育活動を総合的に捉える視点を持つ人材を育成
します。

　教科指導実践に関する理論と実践を学ぶことにより、教
師の指導力の中核である各教科における授業実践力のあ
る人材を育成します。

　生徒指導（規律指導・教育相談等）の理論と実践を学び、
「児童生徒理解と支援・指導に係る実践力」と、「児童生徒・
保護者との関係を築く教師力」のある人材を育成します。

生徒指導力プログラム

小中一貫教育プログラム 教科指導実践力プログラム

学校マネジメント力プログラム

教育課程の構成

現 職
学 卒

現 職
学 卒

現 職
学 卒

現 職
学 卒

現 職
現 職
現 職


